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主催：西はりま熟年者の会・姫路ユニオン 
 

●日時 １１月２３日（祝） １４：００～１６：００ 
●場所 イーグレひめじ  ４Ｆ 第１・２会議室 
●入場  無料 どなたでもお気軽にどうぞ！ 
 

 

 

 

  

 

 
大阪市立大学を卒業し、１９８５年から吹田市役所に勤務。04 年末に退職し、現在はフリー
ランスジャーナリストで「イラクの子どもを救う会」代表。 
90 年代はボスニアやコソボを訪問していたが、９・１１事件後に始まった「テロとの戦い」
以降、イラクとアフガンを精力的に取材。 
大量に使用された劣化ウラン弾の影響と思われる被害の実体を見て、内部被曝の恐ろしさを痛
感。被爆国である日本から人道支援を行う必要があると感じたため、 
０３年１２月、イラクの子どもを救う会を設立。 
「中東革命」の勃発に伴い、リビアとバーレーンにも入国した。 
０６年度「平和協同ジャーナリスト基金賞」を受賞。 
テレビ朝日「報道ステーション」や TBS テレビ「N スタ」、MBS テレビ「VOICE」など出演
多数。現在毎日新聞月曜日の夕刊で「西谷流地球の歩き方」を連載中。 
 

 
 

 

 
9/20  ABC テレビより 

９月１９日、東京・明治公園には 6 万人もの人々が全国から集まり、熱気にあふれ、脱原発への大きなう

ねりを作りました。兵庫からは７０人がバス２台で参加、現地合流の人も多数。この日、全国各地でも多く

の取り組みがされました。●私たちは、今回の事故で東電と国が取った「情報隠し」を決して許せません。

適確な情報開示と避難誘導があれば、事故後の被曝だけでも最小にする事ができたはずです。とても心配で

す。チェルノブイリでは、事故後 5 年くらいから子供の甲状腺癌が多発しています。●１９５５年導入準備

の海外派遣調査団報告書が偽装、原発行政は導入期から隠蔽体質でした。今回発覚した「やらせ」で始まっ

ていた玄海・伊方・福島第１=３号機のプルサーマル発電、長崎型原爆=プルトニウムを混入した MOX 燃料

を使っています。●これは一旦事故が起きて外部にプルトニウムが漏れ出すとα線により「人類がかつて遭

遇した事のない猛毒」と言われます。これを「やらせ」で導入。国内だけでなく全世界人類への犯罪行為で

す。●今も政府は原発再稼働を言い、原発輸出を促進しています。 私達の力を合わせ 脱原発を！！  


